
暖房器具の火災を防ぐ４+１のポイント 
 

暖房器具について、使い始めや日々の４つの点検ポイント及び使用中の１つの注

意ポイントを確認して、事故を未然に防いで安全に冬を過ごしましょう。 

 

電気暖房器具の４つの点検ポイント 

□ 電源コードや電源プラグが変形・破損していないか、 

コンセントがたこ足配線になっていないかを確認する。 

□ 本体に変色や変形等の異常がないかを確認する。 

□ 転倒時オフ機能（転倒時オフスイッチ等）が正常に作動するか確認する。 

□ 製品がリコール対象製品ではないか確認する。 

 

石油暖房器具の４つの点検ポイント 

□ ほこりがたまっていれば取り除く。 

□ 対震自動消火装置が正しく作動するか確認する。 

□ 燃料は新しい灯油を使い、昨シーズンの灯油を使用しない。 

灯油とガソリンは別の場所で保管するなど、誤給油を防ぐ対策を徹底する。 

□ カートリッジタンクの給油口ふたが確実に閉まっていること、 

漏れがないかを確認する。 

 

「＋１」暖房器具使用中の注意ポイント 

□ 暖房器具と壁や可燃物との距離が十分に確保できているかを確認する 

（洗濯物は乾かさない）。 

 

 

 

 

 



引用：独立行政法人 製品評価技術基盤機構



引用：独立行政法人 製品評価技術基盤機構



 

 

４つの習慣 

 １．寝たばこは絶対にしない、させない。 

 ２．ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。 

 ３．こんろを使うときは火のそばを離れない。 

 ４．コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く。 

６つの対策 

 １．火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろ等は安全装置の付いた機器を使用する。 

 ２．火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期的に点検し、１０年を目安に交換す

る。 

 ３．火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝具、衣類及びカーテンは、防炎品を使

用する。 

 ４．火災を小さいうちに消すために、消火器等を設置し、使い方を確認しておく。 

 ５．お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避難方法を常に確保し、備えておく。 

 ６．防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地域ぐるみの防火対策を行う。 

《住宅防火いのちを守る１０のポイントの考え方》 

●火災を発生させない（出火防止） 【習慣１～４、対策１】   

 
   

●早く知る・気づく（早期覚知対策） 【対策２】   

 
   

●燃え広がらせない（延焼拡大防止） 【対策３】 
●隣近所との 

協力体制を構築する 
 

 
 【対策６】  

●火災の初期段階で消火する 

（初期・早期消火対策） 
【対策４】   

 
   

●危ないと判断したら、素早く避難する

（早期避難） 
【対策５】   

  

 

住宅防火いのちを守る１０のポイント 



電気は、私たちの暮らしに不可欠ですが、誤った使い方をすると火災の原因となる危険があります。
電気の正しい使い方や火災事例を知って、電気火災を防ぎましょう。

住宅における電気火災を防ごう

主な電気火災と対策

大垣消防組合

リチウムイオン蓄電池

衝撃・加熱・過充電など 【対策】

・洗面所などで水に水没させた場合、内部に水が
入り、通電時に出火。

・落下など大きな衝撃が加わり、電池内部の損傷
により出火。

・暖房器具の熱により暖められ、内部に熱がこも
り出火。

・充電器を間違え、許容電圧以上で充電し出火。

・破損や電池が膨らむなどの異常がある場合は使用
しないようにしましょう。

・熱くなる場所に放置しないようにしましょう。
・充電器は電気製品に付属しているものである
か確認しましょう。

・PSEマークが表示されている製品か確認しま
しょう。

リチウムイオン蓄電池とは…
スマートフォンやモバイルバッテリーのように
繰り返し使える充電式電池です。

電源コード・プラグ

たこ足配線（過電流） 【対策】

たこ足配線により、電気製品を接続し使用したた
め、定格容量以上の電流が流れ、発熱し出火。

例）ドライヤー（1200W）と電気ストーブ（800W）
を同時に使用した場合
2000W＞1500W（定格容量以上）

テーブルタップ（延長コード）やコンセントは、定
格容量（一般的には15A・1500W ）が決まってい
ます。
電気製品の消費電力やテーブルタップの許容電
流を確認して、定格容量内で使用しましょう。

踏みつけ・折れ・ひっぱり（半断線） 【対策】

・電源コードの上に本棚などの重い家具が載って
いたため、部分的に断線し出火。

・コンセントから電源コードの引っ張り抜きを繰
り返し、断線し出火。

・電源コードに重いものが踏まれていないか、
挟まれていないか確認しましょう。

・電源コードは引っ張らないで、プラグ部分を持っ
てコンセントから抜きましょう。
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プラグのＸ線画像

断線箇所



束ね配線 【対策】

電源コードを束ねたまま使用したため、電源コー
ドの熱がこもり出火。

電源コードは束ねず、伸ばして使用しましょう。

ショート（短絡） 【対策】

配線の劣化により、配線の両極（＋と－）が電気
的に結ばれて（ショート）出火。

配線が古くなったり、傷ついたり、劣化して固く
なっている場合は、新しいものに交換しましょう。

誤使用など 【対策】

・電子レンジで加熱できないレトルト食品のアル
ミ製の袋ごと入れて出火。

・さつまいもを加熱した際、加熱時間が長すぎた
ため出火。

・電子レンジ内の清掃不足により油汚れで出火。

・取扱い説明書やレトルト食品に記載がある注意事
項を確認し、長時間の加熱に気を付けましょう。

・温めるものに金属製のものがないか確認しましょ
う。

・こまめな清掃を行いましょう。

【お問い合わせ先】大垣消防組合消防本部 予防課 火災調査係 0584-87-1512

トラッキング 【対策】

プラグにホコリや湿気がたまった状態で放置し出
火。

・プラグは乾いた布などで定期的に清掃をしま
しょう。（テレビ台の裏などのプラグは一度
差すと、差したままなので忘れずに！）

・使用していないプラグはコンセントから抜き
ましょう。（電気製品を使用していなくても
トラッキング現象は起きます。）

・水槽などの水がかかったり、湿気がついたり
しないようにしましょう。

トラッキング現象とは… 長期間、プラグを差し込んだままでいると、そこにほこりや湿気などが付
着し、小さな火花放電が繰り返され、プラグやコンセントのプラスチック部分（絶縁物）が炭化し、
そこに電気の通り道（トラック）ができて大電流が流れ出火する恐れがあります。

配線の劣化とは… 熱劣化（過電流などで配線の許容温度以上の高温状態が続き劣化）、外部からの
影響（折れ、傷など）、経年劣化（長年の使用で劣化）

差し込み不足（接触部過熱） 【対策】

プラグが完全に差し込まれていない状態で使用し、
電気抵抗が増えて出火。

・プラグはしっかりコンセントに差し込みまし
ょう。

・プラグを差し込んで、ぐらつくコンセントは
使用しないで、電気専門業者に見てもらいま
しょう。

電子レンジ

熱画像装置で温度計測
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